
　韮崎東中学校及び韮崎西中学校から選出されたこども議会議員18名の皆さんです。
※こども議員の紹介、質問項目は２頁をご覧ください。
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　８月５日（金）、韮崎東中学校及び韮崎西中学校の２年生からそれぞれ９名の議員
が選出され、18名のこども議員の皆さんが平成28年度のこども議会を運営しました。
　議長に保坂はづき議員（韮崎東中学校）、副議長に浅川瑛子議員（韮崎西中学校）
が就任し、議事を進行しました。また16名の議員から、身近なところでの課題から
人口問題、高齢社会、環境、選挙制度改正後の実態など、多岐にわたり質問がされ、
内藤市長をはじめ、教育委員長、教育長、課長から各議員の質問に答弁がされました。
　こども議員の皆さんにおかれては本市の現状と、未来に向けた取り組みを理解して
いただく絶好の機会であったと思います。

■こども議会の様子は、市ホームページで録画配信をします。　■問い合わせ：企画財政課企画推進担当（内線355・356）

　こども議会開会に際し森本由美子議長があいさつし、閉会の折には宮川文憲副議長から運営の講評をしま
した。両議員からこども議員皆さんの今後の一層の活躍に大きな期待を寄せていることが話されました。ま
た本市議員も当日議場傍聴席において、こども議員と執行部の質疑応答を傍聴したところであり、各議員の
今後の議会活動にも大いに参考になったものと思います。

議席 議員名（敬称略） 学校名 議事の進行

議　長 18 保
ほ

　坂
さか

　はづき 韮崎東中学校 開会から休憩まで議事進行

副議長 17 浅
あさ

　川
かわ

　瑛
えい

　子
こ

韮崎西中学校 休憩後から閉会まで議事進行
質問の内容

質
問
議
員

1 大
おお

　石
いし

　シオン 韮崎東中学校 ⑴ 市民バス穂坂線の増便について 
⑵ 韮崎市内の「働ける場所」の充実について

2 木
き

　次
つぎ

　爽
そう

　瑠
る

韮崎西中学校 ⑴ 市内のゴミ問題の対策について

3 青
あお

　柳
やぎ

　ゆ　り 韮崎東中学校 ⑴ 韮崎市内の小学校・中学校・高等学校の連携について 
⑵ 選挙制度改正後の韮崎市の実態について

4 三
さえ

　枝
ぐさ

　航
こう

　己
き

韮崎西中学校 ⑴ サイクリングロードの整備について

5 久
く

保
ぼ

田
た

　拓
たく

　翔
と

韮崎東中学校 ⑴ 中田・穴山地区内の道路整備について 
⑵ 韮崎市の福祉について

6 近
こん

　藤
どう

　秀
しゅう

　祐
すけ

韮崎西中学校 ⑴ 韮崎市の通学路の安全対策について

7 土
つち

　田
だ

　湧
ゆう

　希
き

韮崎東中学校 ⑴ 市内の街灯設置について 
⑵ 韮崎市の農業問題について

8 河
かわ

　内
ち

　優
ゆ

　実
み

韮崎西中学校 ⑴ 体育館の応援場所の設置、整備について
― 休憩 ―

質
問
議
員

9 赤
あか

　池
いけ

　勇
ゆう

　輔
すけ

韮崎東中学校 ⑴ 学校内におけるICT機器の充実について 
⑵ 韮崎市の人口問題について

10 久
く

保
ぼ

田
た

　莉
り

　己
こ

韮崎西中学校 ⑴ 韮崎市の森林減少を抑える取組について

11
く ぬ ぎ

刀　莉
り

　子
こ

韮崎東中学校 ⑴ 韮崎駅前商店街の活性化について

12 高
たか

　橋
はし

　貴
き

美
み

香
か

韮崎西中学校 ⑴ 高齢社会に向けての韮崎市の対策について

13 山
やま

　田
だ

　耕
こう

太
た

朗
ろう

韮崎東中学校 ⑴ 県道27号線（昇仙峡ライン）の道路整備について

14 大
おお

久
く

保
ぼ

　瑠
る

　南
な

韮崎西中学校 ⑴ 韮崎市の観光業発展のための取組について

15 高
たか

見
み

澤
ざわ

　希
き

　帆
ほ

韮崎東中学校 ⑴ 韮崎市のスポーツ競技力向上への取組について

16 伏
ふし

　見
み

　　　冴
さえ

韮崎西中学校 ⑴ 市内の街灯の整備について

こ
議
ど
会
も
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　平成28年第２回定例会は、６月９日から27日までの19日間の会期で開催しました。
　今議会に市長から提出された一般会計補正予算、条例の一部改正、工事請負契約の締結及
び恩賜県有財産保護組合規約の変更、並びに市民から提出された請願について所管の委員会
で審査しました。
　27日の最終日には、各案件についての審査結果をそれぞれの委員長から報告を受け、議
場において審議、採決しました。
　なお、審議した条例等及び採決の結果は、６頁の「平成28年第２回定例会議決結果一覧
表」をご覧ください。

　平成28年度一般会計補正予算（第
１号）は、財務常任委員会で審査し、
本会議において全員一致で可決しまし
た。

■主な歳出

●市民交流センター管理運営費…… 342万8千円
・市民交流センター「ニコリ」地下ギャラリー
展示用の移動壁購入費
・音楽機器購入経費
●市単独道路整備事業費…………… 762万8千円
・龍岡町内の古川河川整備に伴う市道との接合
用地の購入費及び財産補償料

●定住促進住宅管理費……………… 935万8千円
・住宅の入居者増に伴う居室、設備等の改修経
費

●消防施設維持管理費……………… 105万5千円
・コミュニティ助成事業交付決定に伴う消防団
備品購入費

●地区公民館管理運営費…………… 257万2千円
・コミュニティ助成事業交付決定に伴う地区公
民館備品購入費

●少子化・人口減少に対応した活力ある学校教育
　推進事業費………………………… 185万7千円
・小規模校の活性化のため、タブレット端末導
入や外部講師の派遣など教育環境を充実する
ための経費

補正前の予算額　  138億2,100万円
 《補正予算額》 　  　　　2,667万9千円
補正後の予算額 　 138億4,767万9千円

第２回定例会

【補正予算】

■指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の
　一部を改正する条例〔議案第52号〕

　定員が18人以下の小規模な通所介護事業所は、住み慣れた地域で生活ができるように、また少人数で
生活圏域に密着したサービスであることを踏まえ、地域との連携や運営の透明性の確保などの観点から、
本年４月１日から「地域密着型　通所介護」として地域密着型サービスに移行しました。
　この移行によって、介護事業所としての指定や新規・更新・変更等届け出の提出先が市町村となり、実
地指導や監査も市町村が行うなど、県から市町村に管轄が変わるため、新たに条例の制定が必要となり、
本条例において、この「地域密着型　通所介護事業」の基準を定めるものです。

【条例の一部改正】
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■甘利小学校学習メディア・給食棟建築主体工事請負契約の締結について〔議案第55号〕
　議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条（予定価格１億５千万円以上の
工事又は製造の請負）の規定により、審議の上、全会一致で可決しました。
　１　工事名　　　　甘利小学校学習メディア・給食棟建築主体工事
　２　工事場所　　　韮崎市大草町上條東割821番地1
　３　契約金額　　　金276,480,000円也
　４　契約の相手方　住所　韮崎市若宮2丁目14番5号　　　氏名　深澤工業 株式会社
　５　契約の方法　　一般競争入札

■甘利小学校学習メディア・給食棟機械設備工事請負契約の締結について〔議案第56号〕
　― 同上 ―
　１　工事名　　　　甘利小学校学習メディア・給食棟機械設備工事
　２　工事場所　　　韮崎市大草町上條東割821番地1
　３　契約金額　　　金142,560,000円也
　４　契約の相手方　住所　甲府市大里町1094番地　　　　氏名　共信冷熱 株式会社
　５　契約の方法　　一般競争入札

　

☆被災者生活再建支援法
の改正を求める請願
〔請願第２８－３号〕

□提出者：進歩と革新をめざす
　　　　韮崎の会

　本定例会の冒頭で、表彰状を伝達しました。

■全国市議会議長会表彰状
　永年にわたり地方自治の発展に寄与した功績により表彰されました。
・20年以上市議会議員であるもの

　小　林　恵理子 議員

【表彰の伝達】

■御
み

勅
だ

使
い

川
がわ

入
いり

旧
きゅう

三
さん

十
じゅう

六
ろっ

ヶ
が

村
そん

入
にゅう

会
かい

山
ざん

恩賜県有財産保護組合規約の変更について〔議案第54号〕
　この恩賜県有財産保護組合は、南アルプス
市（旧芦安村、旧櫛形町、旧八田村、旧白根
町）と韮崎市（旧竜岡村、旧大草村、旧旭
村）を区域として組織されており、組合の安
定した経営を堅持していくために、組合議員
の定数を削減する規約の改正を可決しました。
　なお組合の事務所は、南アルプス市小笠原
に置かれています。

※組合議員定数の削減の状況
　議員総数　21人→17人（4人減）
　（内訳）南アルプス市　15人　→　13人（2人減）
　　　　　韮崎市　　　 　 6人　→　 4人（2人減）

　　　　　　旧大草村　　 2人　→　 1人（1人減）
　　　　　　旧竜岡村　　 2人　→　 1人（1人減）
　　　　　　旧旭村　　　 2人［変更なし］

■企業立地支援条例の一部を改正する条例〔議案第53号〕
　県の産業集積促進助成金制度において、新たに卸売業、運輸業、情報通信業などが追加されたため、本
市も同様に対象業種の追加、整理を行いました。また、投下固定資産額が５億円以上とされていたものを
３億円に引き下げて投資要件を見直すとともに、操業までのスピード感を重視し、企業が空き工場等の既
存建物を取得した場合であっても同様の助成が受けられるよう対象に追加しました。さらに、グループ企
業が行う投資についても、投資を行う企業と操業を行う企業との関係性を十分確認の上、適用対象とする
こととしました。
　なお、適用期間を平成29年３月31日としていましたが、県において、平成31年３月31日まで延長され
たことから、本市も同様に期間の延長を行いました。
　◦施行：平成28年７月１日
※改正前に認定を受けた事業については、経過措置を設けます。

請願
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■
平
成
28
年
6
月
23
日　

委
員
会
開
催

〔
主
な
審
査
事
項
〕

□
議
案
第
５５
号
及
び
第
５６
号

・
右
の
２
議
案
は
、
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
す

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

□
請
願
第
２８

－

３
号
：
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改
正

を
求
め
る
請
願
（
新
規
案
件
）

・
請
願
提
出
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
請
願
内
容
に
関
わ
り
、

支
援
額
の
上
限
額
引
き
上
げ
の
必
要
性
や
金
額
の
設

定
の
根
拠
な
ど
に
つ
い
て
委
員
と
提
出
者
の
間
で
質

疑
応
答
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
質
疑
後
、
多
数

の
委
員
か
ら
本
案
件
は
継
続
し
て
調
査
し
、
研
究
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、
挙
手
多
数
で
継
続
審
査
案
件
と
す
る
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。

■
平
成
28
年
６
月
23
日　

委
員
会
開
催

〔
主
な
審
査
事
項
〕

□
議
案
第
５２
号

・
右
の
議
案
は
、
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
す
る

こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

■
平
成
28
年
６
月
23
日　

委
員
会
開
催

〔
主
な
審
査
事
項
〕

□
議
案
第
５３
号
及
び
第
５４
号

・
右
の
２
議
案
は
、
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
す

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

■
平
成
28
年
８
月
２
日　

現
地
視
察
調
査

・
同
日
、
峡
北
南
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ

き
、
県
道
甘
利
山
公
園
線
の
待
避
所
予
定
地
及
び
甘
利

山
の
シ
カ
柵
を
視
察
し
ま
し
た
。
視
察
場
所
の
１
つ
で

あ
っ
た
甘
利
山
の
シ
カ
柵
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
主
体
と

な
っ
て
亜
高
山
植
物
を
シ
カ
の
食
害
か
ら
守
る
た
め
に

設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
甘
利
山
の
自
然
を
次
の
世
代

に
確
実
に
譲
り
渡
す
た
め
の
取
り
組
み
が
、
継
続
し
て

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
研
修
し
ま
し
た
。

 

■
活
動
報
告 

□
第
１
回
定
例
会
：
４
月
22
日

　

韮
崎
東
保
育
園
及
び
韮
崎
西
保
育
園
の
運
営
方
針
に
つ

い
て
は
、
施
設
整
備
、
運
営
形
態
な
ど
に
つ
い
て
保
護
者

や
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
子
ど

も
や
保
護
者
が
安
心
し
て
通
園
で
き
る
保
育
等
の
環
境
を

整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
広
く
意
見
を
聴
取
し

な
が
ら
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
、

委
員
会
を
２
つ
の
部
会
に
分
け
、
各
部
会
の
設
置
趣
旨
に

そ
っ
て
専
門
的
に
活
動
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

・
公
的
部
会
…
活
動
の
指
針
：
法
制
度
等
、
公
の
決
ま
り

ご
と
に
沿
っ
た
整
備
手
法
の
研
究

・
私
的
部
会
…
活
動
の
指
針
：
保
育
園
の
運
営
形
態
調
査

や
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
等

□
第
２
回
定
例
会
：
５
月
９
日

・
竜
王
南
あ
ら
川
保
育
園
（
甲
斐
市
：
民
設
民
営
）
視
察

　

研
修
の
感
想
と
調
査
を
必
要
と
す
る
課
題
を
挙
げ
、
各

部
会
で
そ
れ
ぞ
れ
案
件
を
研
究
、
議
論
し
、
調
査
研
究
の

状
況
を
定
例
会
で
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

□
第
３
回
定
例
会
：
６
月
28
日

・
大
明
保
育
所
（
南
ア
ル
プ
ス
市
：
指
定
管
理
）
視
察

　

前
回
の
視
察
と

あ
わ
せ
、
民
間
が

経
営
主
体
と
な
る

場
合
で
の
事
業
者

の
運
営
方
針
や
園

児
の
保
育
、
保
育

士
の
雇
用
状
況
等

に
つ
い
て
、
施
設

の
担
当
者
と
質
疑
、

意
見
を
交
わ
す
こ

と
が
で
き
、
本
市

で
の
保
育
園
運
営

へ
の
民
間
力
の
導

入
に
つ
い
て
考
査

す
る
有
益
な
研
修

で
あ
り
ま
し
た
。

□
第
４
回
定
例
会
：
７
月
１2
日

・
韮
崎
東
保
育
園
及
び
韮
崎
西
保
育
園
を
視
察

　

そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
園
の
施
設
の
状
態
や
保
育
方
針
な
ど
、

現
在
、
市
立
保
育
園
の
運
営
に
直
接
関
わ
っ
て
い
る
職
員

か
ら
意
見
等
を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

□
第
５
会
定
例
会
：
７
月
2０
日

　

第
７
回
議
会
報
告
会
で
報
告
す
る
共
通
テ
ー
マ
の
１
つ

と
し
て
、
本
委
員
会
の
現
状
を
報
告
す
る
こ
と
を
議
員
総

意
で
決
し
た
の
で
、
報
告
内
容
に
つ
い
て
委
員
長
を
中
心

に
協
議
し
ま
し
た
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
今
後
の
韮
崎
東
保
育
園
及
び
韮
崎

西
保
育
園
の
運
営
形
態
を
検
討
し
て
い
く
重
要
な
委
員
会

で
あ
る
の
で
、
各
委
員
が
見
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

市
民
生
活
常
任
委
員
会

　各議案番号件名については、６頁「平成28年 第２回定例会議決結果一覧表」をご覧ください。

保
育
園
再
編
整
備
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

シカ柵設置　現地視察

大明保育所　現地視察
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に
ら
さ
き
の
ま
ち
づ
く
り

こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
の
内
容
は
、
項
目
は
抜
粋
、
質
問
と
答
弁
は

要
約
し
た
も
の
で
す
。

　

詳
細
な
内
容
は
、

“
韮
崎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
市
議
会
→
会
議
録
検
索
”
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
録
画
中
継
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

一
質
般
問

10
人
の
議
員
が
市
政
を
問
う

■行政視察受入
　■長崎県西

にし

彼
その ぎ

杵郡
ぐん

長与町議会
　　議会広報広聴常任委員会
　　（７月14日　８名来韮）
　　・研修事項：議会報告会について

　■秋田県潟上市議会
　　社会厚生常任委員会
　　（７月21日　７名来韮：保健福祉

センター）
　　・研修事項：健康ポイント事業につ

　　　　　いて

■研修会
　■韮崎市議会議員夏季研修（８月４日）
　　□平成28年熊本地震を教訓に、議員
　　　に期待すること
　　　１　防災から減災への転換
　　　　（１） 防災から減災への転換
　　　　（２） 要配慮者とは？
　　　　（３） タイムラインの導入
　　　　（４） 災害ボランティアセンタ
　　　　　　　ーの設置・運営
　　　２　3.11以降の韮崎市の体系的取り組み
　　　３　平成28年度の新規事業
　　　４　防災・減災の基軸（要配慮者優先避難）
　　　５　市議会議員に期待する自主防災組織化の推進
　　　　　講師：特定非営利活動法人 減災ネットやまなし
　　　　　　　　理事長　向山　建生 氏

　■山梨県市議会議長会議員合同研修会（前期）（８月10日：アピオ甲府）
　　□議会・議員の役割と今後の地域活性化に向けて
　　　講師：同志社大学大学院教授　新川　達郎 氏

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

平成28年 第2回定例会議決結果一覧表
（森本由美子議長を除く）■全会一致の議案

議案番号 件　　名 結果
議案第51号 平成28年度一般会計補正予算（第１号） 可決

議案第52号 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例等の一部を改正する条例 可決

議案第53号 企業立地支援条例の一部を改正する条例 可決

議案第54号 御勅使川入旧三十六ヶ村入会山恩賜県有財産保護組合規
約の変更について 可決

議案第55号 甘利小学校学習メディア・給食棟建築主体工事請負契約
の締結について 可決

議案第56号 甘利小学校学習メディア・給食棟機械設備工事請負契約
の締結について 可決

長崎県長与町議会研修

秋田県潟上市議会研修

議員夏季研修
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市
長　

平
成
20
年
度
か

ら
養
成
講
座
を
開
催
し
、本

年
３
月
末
で
延
べ
３
、０
８

０
名
の
方
が
受
講
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
よ
り
多
く
の

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、
専
門
医
に
よ
る

講
座
の
開
催
な
ど
、
認
知
症

に
つ
い
て
の
知
識
や
理
解
を

深
め
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。　

３
、０
８
０
名
と
い

う
養
成
講
座
の
受
講
人
数
は
、

本
市
の
人
口
の
約
10
％
が
受

講
し
て
い
る
と
い
う
計
算
に

な
り
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
終
わ
り
で
は
も
っ
た

い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
次
に

つ
な
が
る
仕
組
み
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が

市
民
後
見
人
制
度
で
重
要
と

考
え
ま
す
。
連
動
す
る
事
業
、

施
策
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

介
護
保
険
課
長　

サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し

た
方
や
一
般
市
民
を
対
象
に
、

認
知
症
に
つ
い
て
よ
り
正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

専
門
医
に
よ
る
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
市
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
講
師

を
務
め
て
い
た
だ
く
方
を
養

成
す
る
講
座
が
、
県
の
事
業

と
し
て
あ
り
ま
す
。

と
な
ど
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に

調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
後
見
人
制
度
の

導
入
に
は
、
市
民
に
対
す
る

養
成
・
支
援
・
監
督
と
い
っ

た
３
つ
の
組
織
的
な
体
制
構

築
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
は
行

政
に
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
今

は
対
象
人
数
が
少
な
い
も
の

の
、
近
い
将
来
確
実
に
こ
の

制
度
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
へ
市
民
後
見
人
制
度

を
導
入
し
た
場
合
の
予
算
額

と
、
そ
の
金
額
が
本
市
財
政

状
況
を
勘
案
し
て
実
現
可
能

な
も
の
か
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

介
護
保
険
課
長　

必
要

経
費
は
、
講
師
の
報
酬
、
テ

キ
ス
ト
代
等
の
基
礎
研
修
や

実
践
研
修
な
ど
、
年
間
で
約

50
万
円
か
ら
60
万
円
前
後
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
本
市
の

財
政
状
況
を
勘
案
し
て
ど
う

か
と
い
う
点
で
す
が
、
費
用

と
効
果
の
総
合
的
な
判
断
の

中
で
事
業
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

今
後
の
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

　

山
梨
県
福
祉
基
礎
調

査
等
の
調
査
結
果
で
は
、
高

齢
化
率
が
上
昇
し
て
お
り
、

高
齢
化
は
着
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
本
市
の
75

歳
以
上
高
齢
者
の
約
２
割
、

８
０
０
人
の
方
に
認
知
症
の

症
状
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
、
認
知
症
で
苦
し
ま
れ

る
市
民
の
増
加
は
避
け
ら
れ

な
い
事
実
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
事

業
に
加
え
て
、
市
民
後
見
人

制
度
を
導
入
し
、
行
政
や
専

門
家
だ
け
で
な
く
、
市
民
の

力
を
借
り
て
、
財
産
面
で
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
本
市
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

成
年
後
見
人
と

し
て
市
民
を
選
任
す
る
こ
と

は
、
他
人
の
財
産
管
理
や
契

約
な
ど
の
法
律
行
為
に
関
す

る
も
の
な
ど
、
大
変
負
担
が

大
き
い
も
の
で
す
。
今
後
の

社
会
情
勢
の
動
向
や
対
象
事

案
の
件
数
が
少
数
で
あ
る
こ

市
民
後
見
人
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

浅川　裕康 議員
［韮誠クラブ］

　

災
害
発
生
時
の
公
共

施
設
の
状
況
に
つ
い
て

市
長　

市
営
体
育
館
を

除
き
、
保
育
園
、
学
校
、
そ

の
他
公
共
施
設
は
耐
震
改
修

促
進
法
の
基
準
に
基
づ
く
耐

震
改
修
は
完
了
し
て
い
る
。

支
援
物
資
は
、
地
域
が
避
難

場
所
と
し
て
い
る
地
区
公
民

館
な
ど
で
は
、
自
主
防
災
会

等
の
共
助
の
力
で
分
配
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
仮
設

住
宅
の
建
設
候
補
地
は
、
韮

崎
市
営
総
合
運
動
場
な
ど
の

５
箇
所
を
想
定
し
て
い
る
。

　

災
害
時
の
支
援
物
資

の
受
け
取
り
に
つ
い
て

市
長　

県
内
13
市
で
協

定
を
結
び
、
相
互
援
助
を
行

う
。
東
京
都
国
立
市
と
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
た
ほ
か
、

甲
州
街
道
沿
道
の
12
市
で
も
、

大
規
模
災
害
時
に
相
互
応
援

を
行
う
。

小沢　栄一 議員
［韮誠クラブ］会

一
致
で
承
認
を
い
た
だ
い

た
結
果
を
も
と
に
、
昨
年
度
、

概
略
設
計
を
行
っ
た
。
今
後
、

地
区
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。　

国
道
１
４
１
号
線
絵

見
堂
地
内
の
通
学
路
へ
の
信

号
機
の
設
置
つ
い
て

市
長　

昨
年
11
月
及
び

本
年
５
月
に
学
校
と
地
区
関

係
者
の
要
望
内
容
を
添
付
し
、

韮
崎
警
察
署
へ
改
め
て
要
望

し
た
。

　

韮
崎
北
東
小
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
及
び
シ
ャ
ワ
ー

室
の
整
備
に
つ
い
て

教
育
長　

ス
ク
ー
ル
バ

ス
は
買
い
替
え
も
検
討
し
て

い
る
。
故
障
等
発
生
時
は
、

代
替
バ
ス
等
で
対
応
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
次

に
、
シ
ャ
ワ
ー
室
の
整
備
は

学
校
か
ら
も
要
望
が
あ
り
、

保
健
室
内
へ
の
設
置
に
向
け

　

市

道（
穂
坂
）

97
号
線
の

整
備
に
つ

い
て

市
長

　

地
元
地

区
総
会
に

お
い
て
全

大
規
模
災
害
発
生
時

の
対
応
に
つ
い
て

韮
崎
市
立
小
・
中
学

校
に
つ
い
て

上
ノ
山
・
穂
坂
地
区

工
業
団
地
に
つ
い
て

て
検
討
し
て
い
る
。　

　

韮
崎
西
保
育
園
と
韮

崎
東
保
育
園
の
民
営
化
に
つ

い
て

市
長　

現
在
、
両
園
の

民
営
化
を
進
め
て
い
る
が
、

２
園
を
統
合
し
、
一
つ
の
保

育
園
と
し
て
建
設
す
る
に
は
、

現
状
で
は
有
用
な
市
有
地
が

な
く
、
新
た
に
用
地
を
確
保

す
る
こ
と
は
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
る
。
２
園
を
存
続
し

た
上
で
、
限
ら
れ
た
財
源
、

人
材
、
資
源
を
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
、

民
間
活
力
を
導
入
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
平
成

29
年
度
か
ら
の
民
営
化
を
延

期
す
る
こ
と
と
し
た
の
は
、

保
護
者
や
地
域
の
ご
理
解
が

十
分
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
と
判
断
し
た
。
引
き

続
き
説
明
会
を
開
催
し
、
保

護
者
や
地
域
の
ご
理
解
や
市

議
会
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な

が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

韮
崎
市
立
保
育
園
再

編
整
備
計
画
に
つ
い
て

市
長　

再
編
第
２
保
育

園
及
び
藤
井
公
民
館
の
建
設

計
画
内
容
に
つ
い
て
は
、
地

区
役
員
、
公
民
館
関
係
者
、

保
育
士
の
代
表
者
と
引
き
続

き
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

その他質問

その他質問

◆東京オリンピック・
パラリンピック事前
合宿誘致について

◆爆破予告等があった
場合の本市及び公共
施設の対応について

◆事故防止安全対策に
ついて

韮
崎
市
立
保
育
園
に

つ
い
て
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続
で
き
る
環
境
を
整
え
、
生

産
効
率
を
高
め
る
こ
と
や
将

来
の
農
業
経
営
の
変
革
に
備

え
た
担
い
手
へ
の
農
地
集
積

の
加
速
化
の
た
め
の
農
業
経

営
基
盤
整
備
が
目
的
で
あ
り
、

圃
場
整
備
事
業
導
入
に
向
け

て
は
、
地
域
、
地
権
者
の
総

意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

４
．
新
た
に
参
入
す
る

場
合
、
最
低
ど
の
ぐ
ら
い
の

面
積
が
必
要
な
の
か
伺
い
ま

す
。

農
林
課
長　

必
要
な
最

低
面
積
の
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
概
ね
20
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
採
択
す
る
上
で
の
面
積
と

い
う
ふ
う
に
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。５

．
現
在
実
施
し
て
い

る
圃
場
整
備
事
業
に
お
い
て
、

整
地
を
す
る
耕
作
地
の
畦
畔

に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
施
工
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

農
林
課
長　

通
常
の
圃

場
整
備
は
土
畦
畔
で
す
。
現

在
事
業
が
行
わ
れ
て
る
大
草

地
区
と
龍
岡
地
区
に
つ
い
て

は
、
一
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
畦

畔
も
つ
く
る
と
い
う
ふ
う
に

伺
っ
て
い
ま
す
。

山本　雄次 議員
［協伸クラブ］の

穂
坂
地
区
、
圃
場
整
備
の

大
草
地
区
、
ま
た
予
定
さ
れ

て
い
る
龍
岡
地
区
の
総
面
積

と
総
事
業
費
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。市

長　

穂
坂
地
区
の

面
積
は
27
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
事
業
費
は
１
億
８
、９

０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
大
草
地
区
は
18
・
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
３
億
９
０
０
万

円
、
龍
岡
地
区
は
54
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
14
億
円
で
す
。

２
．
事
業
を
実
施
す
る

各
地
区
に
よ
っ
て
面
積
や
事

業
費
も
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い
て

の
10
ア
ー
ル
当
た
り
の
個
人

負
担
額
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

事
業
継
続
中
の

た
め
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

穂
坂
地
区
７
万
円
、
大
草
地

区
15
万
円
、
龍
岡
地
区
26
万

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

３
．
新
規
に
事
業
参
入

す
る
場
合
の
認
可
条
件
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

新
た
に
事
業
参

入
す
る
場
合
の
条
件
に
つ
い

て
は
、
農
業
者
が
農
業
を
継

　

現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
圃
場
整
備
事
業
で
す
が
、

単
に
耕
作
地
を
集
積
し
て
一

枚
あ
た
り
の
圃
場
面
積
を
拡

大
す
る
の
だ
け
で
は
な
く
、

将
来
的
な
展
望
に
立
っ
て
の

こ
と
も
大
い
に
あ
る
と
思
う

と
こ
ろ
で
す
が
、
少
子
高
齢

化
の
現
在
、
経
営
し
て
い
る

耕
作
地
を
子
や
孫
た
ち
が
受

け
継
い
で
耕
作
し
て
く
れ
る

の
か
、
不
安
を
抱
い
て
い
る

農
家
が
数
多
く
あ
る
と
思
い

ま
す
。
後
継
者
不
足
・
兼
業

農
家
が
多
い
中
で
、
農
地
の

耕
作
や
維
持
に
つ
い
て
将
来

的
に
は
、
Ｊ
Ａ
委
託
も
し
く

は
貸
付
な
ど
も
選
択
さ
れ
る

手
段
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
借
り
る
に
し
て
も
貸
す

に
し
て
も
、
大
き
な
圃
場
ほ

ど
借
り
手
は
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
現
在
の
農
業
基
盤
整

備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
関

係
す
る
こ
と
を
順
次
質
問
し

ま
す
。１

．
畑
地
帯
総
合
整
備

農
業
生
産
基
盤
の
整

備
に
つ
い
て

その他質問

◆市長の政治姿勢につ
いて

◆安全安心に生活でき
る地域体制の構築に
ついて

　

消
防
団
員
の
福
利
厚

生
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
る
消
防
団

の
再
編
成
か
ら
２
年
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
消
防
団
員
の
報

酬
額
は
再
編
成
以
前
の
ま
ま

で
あ
り
、
近
隣
他
市
と
比
較

し
て
も
、
本
市
が
少
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

今
後
、
増
額
を
検
討
す
る

べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

市
長　

消
防
団
員
の
報

酬
額
は
、
県
内
13
市
の
中
間

に
位
置
す
る
水
準
で
す
が
、

平
成
26
年
４
月
の
消
防
団
再

編
の
折
に
は
、
可
搬
ポ
ン
プ

の
出
動
手
当
の
新
設
や
、
分

団
運
営
費
補
助
金
、
退
職
報

償
金
の
増
額
な
ど
、
団
員
の

待
遇
改
善
を
図
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

そ
の
ほ
か
消
防
団
員
等
福

祉
共
済
へ
の
加
入
や
、
安
全

装
備
品
の
充
実
等
、
団
員
の

全
般
的
な
環
境
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願

金井　洋介 議員
［韮誠クラブ］

い
ま
す
。

　

災
害
備
蓄
品
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
市

内
各
地
の
自
主
防
災
組

織
と
行
政
に
よ
る
備
蓄

品
の
情
報
交
換
及
び
共

有
、
そ
し
て
地
域
の
特

性
を
踏
ま
え
た
適
切
な

提
案
は
な
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

自
主
防
災
活
動

の
優
良
な
事
例
を
紹
介
す
る

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

で
、
今
後
備
蓄
品
に
関
す
る

情
報
の
共
有
な
ど
の
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

甘
利
小
学
校
の
大
規

模
改
修
工
事
中
に
お
け
る
児

童
の
安
全
確
保
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

甘
利
小
学
校
の

大
規
模
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
夏
休
み
中
に
食
堂
の
解

体
と
学
習
メ
デ
ィ
ア
給
食
棟

の
基
礎
工
事
を
開
始
し
ま
す

が
、
保
護
者
や
学
校
周
辺
地

域
の
皆
様
に
は
、
安
全
対
策

を
講
じ
た
工
事
日
程
等
の
案

内
や
工
事
車
両
の
通
行
へ
の

注
意
喚
起
を
周
知
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
工
事
期
間
中
は
毎
週

工
事
関
係
者
、
学
校
、
市
と

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
直

近
の
作
業
工
程
や
安
全
対
策

消
防
団
と
地
域
防
災

に
つ
い
て

を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

　

工
事
箇
所
に
は
仮
設
フ
ェ

ン
ス
等
を
設
置
し
、
児
童
と

の
動
線
を
完
全
に
遮
断
す
る

な
ど
安
全
対
策
に
は
細
心
の

注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
授

業
や
学
習
活
動
へ
の
影
響
等

に
十
分
配
慮
し
た
上
で
工
事

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
事
業
の
中
心
で
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
河
原
部
社

（
か
わ
ら
べ
し
ゃ
）
の
概
要

と
、
行
政
と
の
連
携
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

市
長　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
河

原
部
社
に
つ
い
て
は
、
韮
崎

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
計
画
立
案
に

携
わ
っ
た
市
民
の
方
々
が
中

心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
団

体
で
あ
り
、
中
高
生
の
自
立

や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と

へ
回
帰
す
る
心
の
醸
成
を
図

る
た
め
の
活
動
を
目
的
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

庁
内
関
係
部
署
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
河
原
部
社
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
考
え
で
あ

り
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
チ
ー
ム
韮

崎
の
実
践
例
と
し
て
期
待
を

し
て
お
り
ま
す
。

韮
崎
愛
育
成
カ
ム
バ

ッ
ク
支
援
に
つ
い
て

地
域
が
関
係
す
る
事

柄
に
つ
い
て
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その他質問

◆子育て応援アプリの
推進について

　

要
支
援
者
の
災
害
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
の
際
の
福
祉
避

難
所
の
開
設
は
、
一
か
月
経

過
後
に
４
割
で
し
た
。
福
祉

避
難
所
が
地
震
や
災
害
の
発

生
後
、
速
や
か
に
設
置
さ
れ

受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
本
市
は
、
災
害
時
に
高

齢
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
災

害
弱
者
の
受
け
入
れ
を
要
請

す
る
民
間
の
福
祉
施
設
で
の

対
応
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
よ

う
と
、
民
間
介
護
施
設
と
市

の
担
当
部
署
で
研
究
会
を
発

足
し
て
、
協
議
を
重
ね
て
い

る
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
取
り
組
み
の
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

本
市
の
福
祉
避

難
所
の
設
置
及
び
受
け
入

れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
韮
崎
市
地
域
防
災
計
画

及
び
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
災
害
発
生
か

ら
指
定
福
祉
避
難
所
開
設
ま

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
現
在
行
っ
て

い
る
共
同
研
究
に
お
い
て
、

本
年
11
月
ま
で
に
は
策
定
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
や
地
域
か
ら
の

要
望
な
ど
の
「
通
学
路
安
全

点
検
に
よ
る
対
策
箇
所
」
の

中
か
ら
伺
い
ま
す
。

　

市
道
（
神
山
）
２
号
線
の

「
宮
川
商
店
横
の
カ
ー
ブ
付

近
の
歩
道
が
な
い
」
と
い
う

件
に
関
し
て
、
対
策
内
容
が

「
歩
道
の
整
備
の
検
討
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
検
討
結
果

と
本
年
の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

市
道
（
神
山
）

２
号
線
の
歩
道
整
備
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
、
詳
細
設
計

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歩
道
工
事
の
工
事
着

工
か
ら
完
成
予
定
等
、
詳
細

な
予
定
を
伺
い
ま
す
。

建
設
課
長　

美
鈴
橋
か

ら
宮
川
商
店
ま
で
の
概
ね

３
０
０
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し

て
お
り
、
幅
員
は
２
メ
ー
ト

ル
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
工

期
は
、
国
の
補
助
予
算
等
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ

で
は
、
平
成
28
年
度
に
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
設
計
を
行
い
、
29
、

30
年
度
ま
で
に
完
成
す
る
予

定
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

で
の
手
順
を
示
し
た
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
に
よ
り
、
速
や
か

な
設
置
及
び
受
け
入
れ
に
努

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

要
配
慮
者
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、
福
祉
施
設
と
協

定
を
結
び
、
現
在
、
施
設
側

と
市
関
係
部
署
の
担
当
者
が

災
害
発
生
時
に
お
け
る
福
祉

施
設
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
共
通
認
識
を
持

ち
、
適
正
な
行
動
を
と
る
こ

と
で
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
所
運

営
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

福
祉
避
難
所
の
運
営

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
す
が
、

民
間
等
の
福
祉
避
難
所
の
施

設
側
の
受
入
態
勢
な
ど
、
現

在
進
め
て
い
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
の
詳
細
を
伺
い
ま
す
。

福
祉
課
長　

福
祉
施
設

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
た
だ
い
ま
研
究
会

の
中
で
討
議
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
種
類
並
び
に
被
災

パ
タ
ー
ン
別
に
、
職
員
の
行

動
や
地
域
と
の
協
働
、
公
的

機
関
と
の
協
働
、
ま
た
備
蓄

小林　伸吉 議員
［公明党］

防
災
・
減
災
対
策
に

つ
い
て

通
学
路
の
安
全
対
策

の
進
捗
に
つ
い
て

す
。
現
在
、
野
菜
づ
く
り
を

は
じ
め
、
田
舎
で
の
生
活
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
を
希
望
さ

れ
る
方
が
休
日
な
ど
を
中
心

に
本
市
で
生
活
し
な
が
ら
、

数
年
後
の
移
住
に
向
け
た
検

討
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
廃
堤
は
武
田
信

玄
公
の
治
水
事
業
の
名
残
で
、

龍
岡
将
棋
頭
に
続
い
て
お
り
、

将
棋
頭
は
国
の
史
跡
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
続
い
て

い
ま
す
堤
防
は
、
既
に
水
防

堤
と
し
て
の
役
目
は
終
わ
り
、

管
理
も
山
梨
県
か
ら
韮
崎
市

へ
と
移
管
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
廃
堤
上
に
は
樹
木

や
雑
草
が
繁
茂
し
て
お
り
、

地
元
か
ら
の
要
望
で
一
昨
年

か
ら
地
元
地
区
へ
委
託
し
て

管
理
を
し
て
い
ま
す
が
、
既

に
何
の
役
目
の
な
い
廃
堤
を

い
つ
ま
で
も
残
す
必
要
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

廃
堤
を
整
理
し
て
環
境
整

備
を
望
み
ま
す
が
、
見
解
を

求
め
ま
す
。

市
長　

当
該
堤
防
は
、

県
及
び
市
の
所
有
地
と
な
っ

て
お
り
、
県
有
地
に
つ
い
て

は
平
成
24
年
度
か
ら
第
三
者

に
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
使
用
目
的
を
変
更

す
る
廃
堤
の
整
理
は
困
難
で

あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

輿石　賢一 議員
［協伸クラブ］応

じ
て
見
直
し
を
図
り
な
が

ら
実
施
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
名
誉
市
民
で
北

里
大
学
特
別
栄
誉
教
授
で
あ

り
ま
す
大
村
智
博
士
が
ノ
ー

ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
を
受

賞
さ
れ
、
そ
の
効
果
で
、
韮

崎
と
い
う
地
名
が
日
本
は
も

と
よ
り
、
世
界
中
に
も
知
れ

渡
っ
て
お
り
、
本
市
を
訪
れ

る
人
も
大
変
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
韮
崎
大
村
美
術
館
も

入
館
者
数
が
10
万
人
を
超
え
、

今
後
ま
す
ま
す
本
市
を
訪
れ

る
人
が
多
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
大
村
智
先

生
の
生
家
の
活
用
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

市
長　

都
市
と
農
村
交

流
に
取
り
組
む
民
間
団
体
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
会
員

制
田
舎
体
験
ハ
ウ
ス
と
し
て

利
用
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

本
目
標
と
す
る
全
69

事
業
か
ら
な
り
、
今

後
５
カ
年
で
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

各
事
業
は
、
達
成

す
べ
き
数
値
目
標
を

設
定
し
効
果
を
検
証

す
る
中
で
、
必
要
に

　

大
都
市
へ
の
一
極
集

中
に
よ
る
人
口
の
減
少
や
本

市
か
ら
の
企
業
の
撤
退
予
測

で
は
、
平
成
５
年
を
境
に
人

口
減
少
が
続
き
、
平
成
67
年

に
は
本
市
の
人
口
も
２
万
人

を
下
回
る
と
の
予
測
も
あ
り
、

非
常
に
憂
慮
さ
れ
る
中
で
、

こ
の
た
び
の
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
が
策

定
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

私
も
こ
の
企
画
は
大
変
期
待

を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

実
行
し
、
成
功
さ
せ
る
か
は
、

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行

部
、
ま
た
市
民
も
同
じ
目
線

に
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
い

つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
に
実

行
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長　

総
合
戦
略
は
、

チ
ー
ム
韮
崎
で
働
く
世
代
と

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
輝
く
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
の
も

と
、
仕
事
、
移
住
、
子
育
て
、

安
心
と
健
や
か
の
４
つ
を
基

韮
崎
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
つ
い
て

大
村
智
名
誉
市
民
の

生
家
及
び
大
村
美
術

館
周
辺
の
環
境
整
備

に
つ
い
て

御
勅
使
川
左
岸
廃
堤

に
つ
い
て
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就
学
援
助
を
受
け
て

い
る
市
内
の
小
中
学
生
は
、

２
０
１
３
年
度
２
７
５
人
で

就
学
援
助
率
は
10
・
６
％
、

11
人
に
１
人
が
受
け
て
い
ま

す
。
対
象
者
が
限
定
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

が
、
経
済
的
に
困
っ
て
い
て

も
就
学
援
助
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
か
。

教
育
長　

学
校
を
通
じ
、

４
月
に
全
て
の
保
護
者
に
制

度
に
つ
い
て
案
内
し
、
要
件

を
満
た
す
場
合
に
は
１
０
０

％
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
基
準
で
は
体
育

実
技
用
具
、
ク
ラ
ブ
活
動

費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
本
市
の
要
綱
に
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
甲
府
市
は
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
に
つ

い
て
、
２
０
１
７
年
度
か
ら

支
給
時
期
を
入
学
前
に
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
本
市
で

も
入
学
前
に
支
給
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

教
育
長　

教
科
で

必
要
と
す
る
物
品
は
、

公
費
及
び
校
外
活
動
費

で
賄
っ
て
い
ま
す
。
教

科
外
の
活
動
も
で
き
る

だ
け
公
費
負
担
と
し
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

は
国
の
基
準
よ
り
は
る

か
に
低
く
、
学
校
ご
と

で
金
額
も
異
な
り
、
一
律
の

取
り
扱
い
は
で
き
な
い
た
め

新
た
に
支
出
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
新
入
学
児

童
生
徒
学
用
品
費
の
入
学
前

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
毎
年

審
査
に
必
要
な
保
護
者
の
所

得
要
件
が
変
化
す
る
た
め
、

前
年
度
所
得
が
確
定
す
る
６

月
に
な
ら
な
い
と
認
定
が
で

き
な
い
の
で
、
現
行
の
と
お

り
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

神
山
町
鍋
山
地
区
の

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に

つ
い
て
で
す
が
、
神
山
地
区

は
韮
崎
市
景
観
計
画
に
お
い

て
景
観
形
成
重
点
ゾ
ー
ン
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
設

予
定
地
は
甘
利
沢
川
の
近
く

で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
立
地

を
避
け
る
べ
き
エ
リ
ア
の
一

つ
と
し
て
砂
防
指
定
地
等
の

災
害
危
険
区
域
を
挙
げ
て
い

ま
す
。
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

現
在
、
景
観
条

例
及
び
開
発
指
導
要
綱
に
よ

り
適
正
に
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
必
要
な
手
続
を
行
い
、

一
定
の
基
準
を
満
た
す
こ
と

で
事
業
実
施
は
可
能
と
さ
れ

て
い
る
の
で
、
定
め
ら
れ
た

適
正
な
導
入
の
た
め
に
、
防

災
面
に
つ
い
て
遵
守
す
べ
き

事
項
の
徹
底
を
図
る
よ
う
指

導
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
は
、
自
衛
隊
山
梨

地
方
協
力
本
部
の
要
請
に
応

え
て
18
歳
に
な
る
者
の
氏

名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住

所
な
ど
個
人
情
報
を
名
簿
で

提
供
し
て
い
ま
す
。
２
０
１

４
年
度
に
全
国
で
名
簿
を
提

出
し
た
の
は
６
３
４
自
治
体

で
全
自
治
体
の
37
・
３
％
で

す
。
対
応
は
各
自
治
体
の
判

断
で
す
。
甲
府
市
は
名
簿
の

提
出
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
本

市
で
も
名
簿
を
提
供
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
長　

自
衛
隊
は
国
の

防
衛
の
み
な
ら
ず
国
内
外
の

災
害
派
遣
な
ど
、
国
民
の
生

命
や
財
産
を
守
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
考

慮
す
れ
ば
、
名
簿
の
提
供
に

応
じ
て
も
よ
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

自
衛
官
募
集
の
た
め

の
名
簿
提
出
に
つ
い

て

就
学
援
助
制
度
の
改

善
に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
施
設
に

つ
い
て

　

民
間
保
育
所
の
保
育

士
の
賃
金
は
、
国
の
基
準
が

低
い
た
め
、
低
賃
金
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
大
き
な
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
民

間
へ
の
移
行
は
こ
う
し
た
問

題
や
課
題
を
抱
え
る
現
状
の

中
で
の
保
育
と
な
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
園
で
も
非
正
規

雇
用
職
員
の
割
合
が
増
え
、

保
育
の
質
の
確
保
の
た
め
に

保
育
士
の
労
働
条
件
の
改
善
、

非
正
規
職
員
の
正
職
員
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
均
等
待

遇
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
す
。

　

市
の
考
え
で
は
、
民
間
へ

の
移
管
で
保
育
の
質
が
良
く

な
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
公

立
保
育
園
で
も
研
修
・
研
究

の
機
会
を
十
分
に
保
障
す
る
。

優
れ
た
実
践
を
行
っ
て
い
る

他
園
か
ら
学
び
、
取
り
入
れ

て
い
く
。
利
用
者
の
要
望
を

聴
取
し
て
活
か
す
。
な
ど
現

在
で
き
る
こ
と
は
様
々
あ
る

と
思
い
ま
す
。

公
立
保
育
園
の
民
営

化
な
ど
保
育
行
政
に

つ
い
て

　

市
は
、
今
年
度
中
に
法
人

を
公
募
し
選
定
す
る
と
し
て

い
ま
す
が
、
民
間
へ
の
移
管

は
、
保
護
者
な
ど
の
利
用

者
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
理

解
、
納
得
が
前
提
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
な
く
し
て
法
人
の

選
定
は
す
べ
き
で
あ
り
ま
せ

ん
。
見
解
を
求
め
ま
す
。

市
長　

保
育
士
の
非
正

規
雇
用
職
員
の
割
合
は
若
干

高
い
で
す
が
、
研
修
等
の
均

等
な
実
施
で
、
保
育
の
質
は

十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
労
働
条
件
は
、

法
定
に
基
づ
き
運
用
し
て
お

り
、
保
育
園
の
再
編
や
民
営

化
な
ど
が
確
定
し
た
時
点
で

改
め
て
職
員
体
制
の
見
直
し

を
図
り
ま
す
。
民
間
へ
の
移

管
は
、
保
護
者
や
地
域
の
ご

理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

市
議
会
の
ご
意
見
も
拝
聴
し

な
が
ら
、
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
韮
崎
市
受
益
者
負

担
の
適
正
化
方
針（
案
）」を

基
に
、
使
用
料
等
の
改
正
条

例
案
が
９
月
議
会
に
提
出
さ

れ
る
予
定
で
す
。
方
針
に
は
、

特
別
室
の
加
算
、
付
帯
設
備

料
金
の
適
切
な
負
担
、
無
料

施
設
の
有
料
化
な
ど
も
言
及

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
健
康
づ

く
り
、
文
化
活
動
の
振
興
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
活
動
促

進
、
地
域
活
動
の
活
性
化
な

ど
を
推
進
す
る
た
め
の
配
慮

が
最
も
重
要
で
す
。
見
解
を

求
め
ま
す
。

市
長　

受
益
者
負
担
に

つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
原

価
計
算
、
提
供
す
る
必
需
性

を
考
慮
し
た
上
で
料
金
を
算

出
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
、

地
区
活
動
な
ど
市
民
生
活
へ

の
影
響
を
考
慮
し
、
利
用
者

の
年
齢
、
施
設
の
規
模
や
老

朽
度
合
い
、
県
内
他
市
の
類

似
施
設
と
の
均
衡
な
ど
総
合

的
に
勘
案
し
た
上
で
、
使
用

料
等
を
決
定
し
て
い
く
考
え

で
す
。

小林恵理子 議員
［日本共産党］

受
益
者
負
担
の
適
正

化
方
針
に
つ
い
て

その他質問

◆市長の政治姿勢につ
いて

◆地震などに対する防
災対策の強化につい
て

◆道路の安全対策につ
いて

・国道１４１号線の歩
道のフラット化につ
いて

・韮崎北東小学校通学
路への信号機の設置
について

・市道（藤井）１号線
の植栽について

◆公共施設等総合管理
計画について
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その他質問

その他質問

◆防災対策について
・韮崎市地域防災計画

の見直しについて
・公共建築物の耐震状

況について
・道路、橋梁等の危険

個所について
・飲料水の確保につい

て

◆住みたくなるまち
「にらさき」につい
て

　

甘
利
山
の
レ
ン
ゲ
ツ

ツ
ジ
が
今
や
見
頃
と
な
っ
て

い
ま
す
。
市
内
外
及
び
関
東

近
県
か
ら
多
く
の
観
光
客
が

甘
利
山
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
椹
池
（
さ
わ
ら
い

け
）
か
ら
頂
上
駐
車
場
ま
で

の
道
路
幅
員
は
狭
く
、
乗
用

車
の
す
れ
違
い
が
思
う
よ
う

に
出
来
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

山
梨
県
に
対
し
て
、
か
ね
て

か
ら
道
路
拡
幅
を
要
望
し
て

き
ま
し
た
が
、
道
路
全
体
の

拡
幅
は
困
難
と
の
こ
と
か
ら
、

本
年
度
に
お
い
て
待
避
所
を

数
か
所
設
置
す
る
と
聞
き
及

ん
で
い
ま
す
が
、
現
在
の
進

捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

県
で
は
、
待
避

所
を
全
体
で
６
か
所
設
置
す

る
予
定
で
あ
り
、
現
在
、
当

該
箇
所
の
保
安
林
解
除
の
手

続
き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
本
年
度
に
お
い
て
は
、

一
部
、
工
事
に
着
手
す
る
予

　

体
育
施
設
の
今
後
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
で
す
が
、

老
朽
化
が
激
し
い
中
田
・
穴

山
・
円
野
の
各
町
の
地
域
屋

内
運
動
場
の
建
て
替
え
は
い

つ
か
ら
開
始
す
る
の
か
、
ま

た
ど
の
体
育
館
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
何
年
計
画
で
実
施
し

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

中
田
、
穴
山

及
び
円
野
地
域
屋
内
運
動
場

に
つ
い
て
は
老
朽
化
が
激
し

く
、
韮
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

審
議
会
の
答
申
も
受
け
た
こ

と
に
よ
り
、
改
修
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
今
後
策
定

予
定
の
市
内
体
育
施
設
整
備

計
画
に
よ
り
、
建
設
時
期
及

び
規
模
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

市
内
の
美
術
館
等
公

共
施
設
も
、
県
の
施
設
同
様

に
子
ど
も
た
ち
に
無
料
開
放

し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

体
力
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
た
め
、
体
育
施
設
も
無

定
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後

も
、
早
期
完
成
に
向
け
て
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
の
下
水
道
事
業

の
整
備
区
域
の
う
ち
、
旧
韮

崎
町
、
藤
井
町
、
龍
岡
町
、

大
草
町
に
つ
い
て
は
敷
設
工

事
が
完
了
し
、
現
在
は
旭
町

の
南
割
地
区
で
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
当
初
計
画
で

は
、
平
成
23
年
度
に
は
整
備

事
業
が
完
了
す
る
計
画
で
し

た
が
、
物
価
の
高
騰
等
に
よ

り
大
幅
に
事
業
の
進
捗
率
が

下
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

旭
町
全
体
の
事
業
完
了
予
定

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た

下
水
道
を
整
備
し
て
も
各
戸

が
接
続
し
な
け
れ
ば
水
質
保

全
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
に
下
水
道
事
業
が
完

了
し
た
区
域
で
の
下
水
道
へ

の
接
続
済
の
割
合
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

市
長　

旭
町
地
区
全
体

の
完
了
予
定
に
つ
い
て
は
、

料
開
放
し
た
ら
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
さ
ら
に
近
隣
市
と

互
い
に
公
共
施
設
の
相
互
利

用
を
行
い
、
利
用
料
金
を
そ

れ
ぞ
れ
市
民
料
金
に
す
る
協

定
を
結
ぶ
こ
と
を
検
討
す
べ

き
で
す
。
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

利
用
料
金
の
見

直
し
は
、
本
年
度
、
受
益
者

負
担
適
正
化
方
針
に
基
づ
き
、

使
用
料
を
決
定
し
て
い
く
考

え
で
す
。
な
お
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
教
育
施
設
に
つ
い

て
も
受
益
者
負
担
の
原
則
を

基
本
に
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
へ

の
影
響
を
考
慮
し
、
利
用
者

の
年
齢
や
県
内
他
市
の
状
況

な
ど
総
合
的
に
勘
案
し
た
上

で
、
見
直
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
近
隣
市
と
の

相
互
利
用
に
つ
い
て
は
、
公

共
施
設
の
建
設
、
維
持
、
管

理
に
要
す
る
費
用
は
あ
く
ま

で
も
そ
の
自
治
体
が
多
額
の

市
税
を
投
入
し
て
お
り
、
特

定
の
利
用
者
の
用
に
供
す
る

施
設
で
は
、
受
益
者
負
担
の

公
平
性
の
見
地
か
ら
、
市
外

利
用
者
に
は
応
分
な
負
担
を

現
在
の
予
算
規
模
で

工
事
を
進
め
た
場
合
、

今
後
十
年
程
度
を
要

す
る
と
見
込
ま
れ
ま

す
。
ま
た
下
水
道
事

業
が
完
成
し
た
地
区

の
下
水
道
へ
の
接
続

済
み
の
割
合
は
、
平

成
28
年
３
月
末
現
在

で
89・４
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　

甘
利
小
学
校
に
通
学

す
る
児
童
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
徒
歩
で
す
。
そ
の
う
ち

旭
町
の
児
童
は
自
動
車
の
往

来
が
非
常
に
激
し
い
主
要
地

方
道
韮
崎
南
ア
ル
プ
ス
中
央

線
、
通
称
旭
バ
イ
パ
ス
を
横

断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

押
し
ボ
タ
ン
式
の
信
号
機
を

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
場
所
も
存
在
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に

県
に
対
し
て
要
望
を
行
っ
た

経
緯
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

教
育
委
員
長　

旭
バ
イ

パ
ス
へ
の
信
号
機
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
直
接
の
要
望
が

出
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
県

へ
の
要
望
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
交
通
事
情
は

年
々
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
必
要
に
応
じ
通
学
路
安

全
推
進
会
議
を
通
じ
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
多
く
の
自
治
体
が
公

共
施
設
総
合
管
理
計
画
に
よ

り
、
受
益
者
負
担
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
各
自
治
体
の
事
情
等

に
よ
り
、
現
状
で
は
協
定
の

締
結
は
難
し
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

避
難
所
・
避
難
場
所

の
見
直
し
を
す
べ
き
で
す
。

ま
た
大
量
の
災
害
ご
み
の
処

分
に
つ
い
て
も
防
災
計
画
に

定
め
て
お
く
べ
き
と
考
え
ま

す
。
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

市
の
指
定
避
難

所
に
つ
い
て
は
、
耐
震
性
が

確
保
さ
れ
収
容
力
の
あ
る
公

共
施
設
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
地
域
体
育
館
等
の
建

替
え
時
に
見
直
し
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
指
定
避

難
場
所
に
つ
い
て
は
、
今
後

地
区
で
推
奨
す
る
適
当
な
場

所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
災
害
ご
み
の
置

き
場
に
つ
い
て
は
、
韮
崎
市

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に
基

づ
き
、
災
害
の
状
況
に
応
じ

て
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
な

い
公
園
や
被
災
住
宅
付
近
の 

路
側
帯
、
河
川
の
土
手
な
ど

を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

甘
利
山
公
園
線
待
避

所
設
置
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

公
共
施
設
の
整
備
と

運
用
に
つ
い
て

防
災
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て

下
水
道
計
画
に
つ
い

て

通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
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に
ら

さ
き

議
会

だ
よ

り
■

発
行

所
／
山
梨
県
韮
崎
市
議
会

　
〒

407-8501 山
梨

県
韮

崎
市

水
神

１
丁

目
3

番
1

号
　

TEL／
0

5
5

1
-2

2
-1

1
1

1
㈹

■
発

行
人

／
韮

崎
市

議
会

議
長

　
森

本
　

由
美

子
■

編
集

／
韮

崎
市

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

■
印

刷
／

株
式

会
社

ア
ー

ト
プ

リ
ン

ト
第
1
6
9
号

平
成
2
8
年
8
月
2
5
日

編集後記
９月 8日　開会

諸報告
市長所信表明

20日　代表質問・一般質問
21日　一般質問
23日　議案審議
26日　各常任委員会
27日　財務常任委員会
29日　議案審議

委員会報告
閉会

9
月
定
例
会
日
程〈
予
定
〉

※上記日程は、定例会前の議会運営委員会に
おいて正式に決定されます。

※委員会の傍聴を希望する方は、事前に申込
手続きが必要です。

※本会議は、インターネットでライブ中継・
録画中継を配信しています。

　

本
年
は
、
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー

ル
ド
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結

45
周
年
の
記
念
の
年
で
す
。

５
月
に
本
市
の
親
善
使
節
団

が
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
を

訪
問
し
た
際
に
は
、
フ
ェ
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
市
の
皆
様
か
ら

歓
待
い
た
だ
け
た
ま
し
た
こ

と
が
、
内
藤
久
夫
市
長
、
宮

川
文
憲
副
議
長
か
ら
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
７
月
下
旬

に
は
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市

の
高
校
生
が
来
韮
し
ま
し
た
。

市
内
の
ご
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
、
同
世
代
の
学
生
を

は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
と
交
流
を
深
め
、
共
に

良
き
思
い
出
が
築
か
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
10
月

の
市
制
祭
に
合
わ
せ
、
フ
ェ

ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
か
ら
使
節

団
が
来
韮
さ
れ
る
計
画
で
す
。

　

両
市
の
友
好
関
係
が
、
各

世
代
間
を
通
じ
て
末
永
く
、

そ
し
て
さ
ら
に
発
展
し
て
い

け
ま
す
よ
う
、
市
民
皆
様
で

歓
迎
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
森
本
由
美
子
）

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

森
本
由
美
子

　

副
委
員
長　

宮
川　

文
憲

　

委　
　

員　

小
林
恵
理
子

　
　

〃　
　

輿
石　

賢
一

　
　

〃　
　

山
本　

雄
次

　
　

〃　
　

髙
添　

秀
明

　
　

〃　
　

守
屋　
　

久

■行政視察 
　３常任委員会合同行政研修
　７月25日から26日の２日間、新潟県の長岡市と見附
市を視察研修してきました。
　25日に訪問した長岡市では「中越大地震の経験を生
かした防災強化への取り組み」、また26日に訪問した
見附市では「公立保育園の民営化について」、「人口減
少対策（定住促進事業）の取り組みについて」をそれぞ
れ研修事項として、両市の担当者から説明を受けました。
　大地震を体験したからこその危機感を持った防災・減
災への積極的な取り組み、また保育園を民営化するにあ
たって生じた当初の課題と対応、さらに民営化後の利用
状況など、いずれの視察事項も両市が経験した上での説
明であったので、非常に有益なお話を聞くことができま
した。
　これらの視察案件は、本市の現状と関係が深い事案で
もあることから、研修の成果を今後の議会活動に活かし
ていきます。

　平素、「議会だより　にらさき」を
ご愛読いただきありがとうございます。
　第168号 2016年5月の12頁中段、関
東市議会議長会の構成都県数に誤りが

ございました。お詫び申し上げ、次の
とおり訂正いたします。

　（正）１都７県　　（誤）１都６県

お詫びと
訂正

長岡市役所での研修

見附市役所での研修


